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「「長岡中島郵便局の再配置に関する具体的要員措置計画」の提示に対する意見表明」 

に対する回答 

（ＪＰ労組） 

要     求 回     答 

【総論】 

１ 長岡中島郵便局を廃止し、（仮称）長岡
稲葉町郵便局を設置するに至った根拠を

示すこと。また、その効果を明らかにする
こと。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
【業務】 

２ ７月３０日（金）最終営業日後の長岡中
島郵便局における業務について明らかに

すること。また、近隣住民への周知につい
て具体的方策を示すこと。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

３ 長岡中島郵便局および（仮称）長岡稲葉
町郵便局の各種目・指標のあり方につい

て明らかにすること。 
 

 
 

 
 

 

 

１ 長岡中島郵便局は、局舎の耐震性能が
不足しており、建替えが必要な状況で

す。当該局近隣には長岡日赤町郵便局等
複数の郵便局が立地しており、経営資源

の有効活用を図るため現局周辺以外で
の建替えを検討しました。 

  他方、長岡市稲葉町地域は、長岡市の
中心にある長岡駅から約４km の場所に

位置し、住宅地が形成され、商業施設や
医療・福祉施設の誘致も行われているこ

とから、更なる発展が見込まれます。 
  よって、再配置により長岡市稲葉町地

域に（仮称）長岡稲葉町郵便局を設置し、
長岡中島郵便局を再配置元として廃止

することで、地域全体の郵便局の利便性
の向上及び損益改善を図るものです。 

 
 

２ 閉局後の事務引継ぎについては、長岡
日赤町郵便局を予定しています。事務引

継局への引継事項、開局に伴う事務処理
事項については、確定次第、速やかに説

明を行います。 
  また、長岡中島郵便局の廃止に伴い、

ご利用いただいているお客さまに対し
ては「郵便局閉局のお知らせ」を支社で

作成し、当該局掲示板に６月以降掲示し
ます。 

  なお、近隣住民への周知については、
地域の区長に情報提供を行うとともに、

区長から要望があった場合は、回覧板等
により周知する予定としています。 

 
 

３ 長岡中島郵便局の郵便・物流営業で
は、２０２１年度の営業目標は、２０２

１年８月～２０２２年３月の８か月分
を減算しています。 

  なお、廃止に伴い異動となる社員の異
動先郵便局は目標改定の対象とはなり

ません。 
金融営業では、営業目標の今後の取扱

いについては、「かんぽお客さま対応実
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４ （仮称）長岡稲葉町郵便局開局に伴う移
行準備計画について、早期に示すこと。 

 
【要員】 

５ （仮称）長岡稲葉町郵便局における正社
員の配置計画について明らかにするとと

もに、開局後における業務運行等を十分
注視し、必要な要員措置をはかること。 

 
 

 
 

 
 

 
６ （仮称）長岡稲葉町郵便局設置に伴い、

近隣局に与える影響について、支社の分
析を明らかにすること。 

 
 

 
 

 
７ 本施策の要員措置計画について、対象

社員に丁寧に説明し、理解・浸透をはかる
こと。 

 
 

【その他】 
８ ８月１日（日）以降の長岡中島郵便局の

社員の所属について、本人の希望を充足
すること。また、人事評価については、年

度途中での郵便局の廃止となることか
ら、社員に不利益のない評価方法とする

とともに、丁寧な説明を行うこと。 
 

 
 

施率」についてのみ基準が示されてお

り、廃局日の属する月である２０２１年
７月～２０２２年３月までの９か月分

を減算し、更に部会目標から減算予定で
す。その他の商品については、現在本社

において検討中のため確定次第、改めて
説明を行います。 

  （仮称）長岡稲葉町郵便局の２０２１
年度営業目標は、確定次第、改めて説明

を行います。 
 

４ 準備でき次第、改めて説明を行いま
す。 

 
 

５ (仮称)長岡稲葉町郵便局設置に伴い、
近隣の長岡宝郵便局などの一部のお客

さまのご利用が見込まれるため、お客さ
まの利用数等を勘案して正社員(管理者

を含む)の計画人員を３名としました。 
  特に開局時における業務運行が滞る

ことのないよう事前に準備した上で開
局後も業務運行を十分注視し、労働力が

不足しないように、部会内調整により対
応します。 

 
６ (仮称)長岡稲葉町郵便局の設置によ

り、開局後一定期間の業務量及び来局者
数を把握するとともに、近隣の長岡宝郵

便局の業務量及び来客数の変化を把握
し、部会内の郵便局の要員バランスを考

慮の上、必要に応じ各局の要員計画の見
直しを図ります。 

 
７ 本施策の実施にあたっては、社員の理

解、協力が必要不可欠であることから、
要員措置計画や移行スケジュール等に

ついて丁寧に説明を行います。 
 

 
８ ８月１日以降の社員の所属について

は、本人の希望を聴取した上で、新局の
業務運行が確保されるように配置して

いきます。 
  人事評価については、７月までの取組

及び行動を評価して配属先の局長に引
き継ぎます。 

  なお、本人に対しては、フィードバッ
ク時に丁寧な説明を行います。 
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９ 開局セレモニーは、新型コロナウイル

ス感染拡大状況を十分考慮した上で対応
すること。 

 

９ 開局セレモニーの実施にあたっては、

新型コロナウイルスの感染状況を見極
めながら開催の可否を判断します。開催

の際は、開局準備者に対し、開局セレモ
ニー出席者へのマスク着用の徹底等、感

染拡大防止に十分配慮するよう指導し
ていきます。 

 
 

 


